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市
技
能
功
労
者
の
表
彰
式
が

11
月
19
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
一
の
職
種
に
30
年
以
上
従

事
す
る
と
と
も
に
、
卓
越
し
た

技
能
を
持
ち
、
ほ
か
の
技
能
者

の
模
範
と
な
っ
て
い
る
人
を
表

彰
す
る
も
の
で
す
。

今
年
は
調
理
師
、
建
築
大
工
、

配
管
工
、
美
容
師
な
ど
、
31
職

種
41
人
を
た
た
え
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す

（
敬
称
略
）。

調
理
師
　
小
林
良
雄
（
田
中

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。
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市役所・保健所�228-1000（代表）
園　芸　セ　ン　タ　ー…286－1034
水　　　　道　　　　局…266－9311
南地域保健福祉センター…285－2373
坂井輪地域保健福祉センター…260－3255
東地域保健福祉センター…243－5312
中央地域保健福祉センター…266－5172
西地域保健福祉センター…262－3405
北地域保健福祉センター…259－7332
石山地域保健福祉センター…286－4450
中地域保健福祉センター…273－9932
黒埼地域保健福祉センター…377－2110

市 立 急 患 診 療 セ ン タ ー…228－2822
県歯科医師会休日歯科診療センター…283－3030
災 害 時 の 問 い 合 わ せ…226－5656

市の人口 〈10月末現在〉

人　口　517,457人 （+429）

男　　250,720人 （+223）

女　　266,737人 （+206）

世帯数　199,694 （+303）

住民基本台帳による。（ ）は前月比

ウ
ェ
ル
カ
ム�

F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ� TM

に
い
が
た
集
都
プ
ラ
ン
⑦

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
　

Ｗ
杯
大
会
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
動
し
た
い
人
を

支
援
す
る
た
め
、
平
成
９
年
か

ら
10
カ
国
語
の
語
学
講
座
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
延

べ
約
１
５
０
０
人
が
受
講
し
て

お
り
、
多
く
の
受
講
生
が
コ
ン

フ
ェ
デ
杯
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

今
後
Ｗ
杯
に
向
け
て
、
講
座

修
了
者
か
ら
日
常
会
話
集
を
活

用
し
た
語
学
研
修
に
も
活
躍
し

て
も
ら
う
予
定
で
す
。

市消費生活センター

のぞいてみようインターネット
日時 ①12月４日午前10時～正午②同午
後１時半～３時半③12月11日午前10時～
正午④同午後１時半～３時半
内容 インターネット・電子メール体験
対象 インターネット未経験者各回先着10人
申し込み 同センター（�内線2412）へ

園芸センター

押し花のクリスマスカード作り
日時 12月１日午後１時半～３時半
定員 先着30人　参加費 1,000円
申し込み きょう25日午前９時から電話
で同センターへ

町
）、
笹
川
浩
明
（
西
堀
通
10
）、

山
田
藤
市
（
本
町
通
４
）
、
▽

電
気
主
任
技
術
者
　
斎
藤
實

（
花
町
）
▽
電
気
工
事
士
　
白

川
義
雄
（
小
針
５
）
▽
洋
服
仕

立
工
　
石
田
進
（
上
大
川
前
通
４
）

▽
建
築
大
工
　
松
前
武
（
寺
尾

西
３
）
、
安
藤
靜
男
（
五
十
嵐

中
島
４
）、
村
山
宏
（
松
浜
７
）

▽
畳
工
　
木
戸
七
三
（
沼
垂
東

４
）
▽
建
築
塗
装
工
　
菅
沼
勇

（
石
山
１
）
▽
配
管
工
　
澁
谷

雄
二
（
坂
井
）
、
鈴
木
勝
秀

（
中
野
山
７
）、
中
村
正
則
（
立

仏
）
▽
仏
壇
蒔
絵
師
　
渡
邊
豐

（
大
淵
）
▽
左
官
　
　
野
保

（
女
池
）
▽
屋
根
ふ
き
工
　
堀

内
勇
藏
（
忠
蔵
町
）
▽
タ
イ
ル

工
　
中
山
照
雄
（
新
岡
山
２
）、

齋
藤
弘
（
上
木
戸
２
）
▽
鉄
鋼

製
缶
作
業
者
　
阿
部
秋
男
（
坂

井
東
３
）
▽
金
属
溶
接
工
　
近

善
男
（
一
日
市
）
▽
金
属
プ
レ

ス
工
　
大
野
年
人
（
鳥
屋
野
）

▽
板
金
工
　
種
村
富
雄
（
西
小

針
台
３
）
▽
刃
物
研
磨
工
　
加

藤
武
榮
智
（
は
な
み
ず
き
１
）

▽
建
具
製
造
工
　
土
屋
清
雄

（
寺
尾
上
２
）
、
佐
藤
要
之
介

（
松
浜
本
町
４
）
▽
建
築
板
金

工
　
入
山
孝
一
（
金
巻
）
▽
単

板
製
造
工
　
當
野
シ
ズ
子
（
江

口
）
▽
木
型
製
造
工
　
磯
島
良
一

（
上
木
戸
５
）
▽
印
刷
技
術
者

伊
藤
正
（
鳥
原
）
▽
美
容
師

渡
部
香
枝
（
南
大
畑
町
）、
曽
我

百
合
子
（
川
岸
町
２
）
▽
理
容
師

早
川
幹
夫
（
鐙
西
２
）、
南
場
誠

（
西
廐
島
町
）
▽
あ
ん
摩
マ
ッ
サ

ー
ジ
指
圧
師
　
渡
邉
三
男
（
沼

垂
西
１
）
▽
時
計
修
理
工
　
山

本
正
巳
（
本
町
通
13
）
▽
写
真

師
　
和
田
敦
雄
（
寺
尾
）
▽
看

板
工
　
三
田
勝
（
川
端
町
３
）

▽
表
具
師
　
大
川
原
孝
（
鐙
２
）

▽
自
動
車
整
備
士
　
白
井
平
一

（
小
新
１
）
▽
漆
塗
工
　
布
川

銀
司
（
古
町
通
１
）

１
次
検
査
日

12
月
22
日

検
査
会
場

寄
居
中
学
校

受
検
資
格

昭
和
41
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
幼

稚
園
教
諭
普
通
免
許
状
を
取
得

し
て
い
る
人
ま
た
は
平
成
14
年

４
月
１
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
人

採
用
予
定
人
数

２
〜
３
人

１
次
検
査
の
内
容

筆
記
検
査

（
論
文
、
教
職
・
専
門
）、
体
育

実
技
、
適
性
検
査

出
願
期
間

12
月
６
日
ま
で
の

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
※
郵

送
の
場
合
は
12
月
６
日
（
消
印

有
効
）
ま
で

受
検
案
内
・
願
書

学
校
指
導

課
（
市
役
所
第
２
分
館
３
階
）

「
柳
都
大
橋
」
の
建
設
工
事
が
、
Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会
新
潟
開
催
ま
で
の
供

用
を
目
指
し
進
め
ら
れ
、
12
月
中
に
は
橋
の
中
央
部
が
つ
な
が
る
予
定
で
す
。

市
で
は
、
秣
川
岸
通
線
な
ど
柳
都
大
橋
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

市
国
際
交
流
協
会
と
国
際
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
で

は
、
来
年
１
月
26
･
27
日
に
市

民
プ
ラ
ザ
で
開
催
す
る
「
国
際

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
参
加
体
験
型
の
コ
ー

ナ
ー
を
通
じ
て
世
界
を
感
じ
、

異
文
化
を
理
解
し
て
も
ら
お
う

で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
郵
送

を
希
望
す
る
人
は
、
返
信
用
の

角
形
２
号
封
筒
（
あ
て
名
を
記

入
し
１
２
０
円
切
手
を
張
る
）

を
同
封
し
、
請
求
す
る
封
筒
に

「
受
検
案
内
・
願
書
請
求
」
と

明
記
し
、
〒
９
５
１
・
８
５
５

０
学
校
指
導
課
へ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

学

校
指
導
課
（
�
内
線
３
２
４
２
）

へ※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し

い
案
内
が
あ
り
ま
す

り
線
・
下
り
線
を
合
わ
せ
、
4

車
線
と
な
り
ま
す
。

歩
道
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

配
慮
し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
。
バ
ル
コ
ニ
ー
を
設
け
る
な

ど
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
歩
行
者

空
間
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
柳
都
大
橋
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
秣
川
岸

通
線
や
川
端
町
入
船
線
の
整
備

国
道
事
務
所
が

平
成
10
年
10
月

に
建
設
に
着
手

し
ま
し
た
。

現
在
は
川
の

中
央
部
に
お
い

て
工
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、

６
連
ア
ー
チ
の

万
代
橋
と
の
調

和
を
意
識
し
デ

ザ
イ
ン
し
た
３

連
ア
ー
チ
が
、

姿
を
現
し
ま
し

た
。同

橋
は
、
橋

長
２
１
２
�
、

幅
員
40
�
で
、

国
内
で
初
め
て

フ
ァ
イ
ン
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
に
よ

る
化
粧
張
り
を

施
し
ま
す
。
完

成
す
る
と
、
自

動
車
交
通
は
上

は
、
「
万
代
島
ル
ー
ト
線
」
の

一
部
と
し
て
国
土
交
通
省
新
潟

万
代
橋
の
下
流
５
０
０
�
地

点
で
工
事
が
進
む
柳
都
大
橋

と
毎
年
実
施
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
や
広

報
活
動
の
ほ
か
、
外
国
語
の
翻
訳
、

民
族
衣
装
の
モ
デ
ル
、
料
理
コ

ー
ナ
ー
や
外
国
人
講
師
の
補
助
、

小
道
具
の
製
作
な
ど
、
開
催
に

向
け
た
準
備
作
業
や
当
日
の
運

営
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

国
際
交
流
・
協
力
に
興
味
の

あ
る
人
や
、
本
市
在
住
の
外
国

人
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
作
り

上
げ
て
み
た
い
と
い
う
人
は
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
国
際
交
流
協

会
（
国
際
課
内
�
内
線
２
０
５

３
）
へ

市
と
に
い
が
た
野
鳥
の
会
で
は
、
12
月
２
日
に
鳥
屋
野

潟
市
民
探
鳥
会
を
開
催
し
ま
す
。

冬
鳥
が
飛
来
す
る
鳥
屋
野
潟
で
、
白
鳥
や
カ
モ
、
ミ
コ

ア
イ
サ
な
ど
を
観
察
し
な
が
ら
散
歩
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

12
月
２
日
午
前
８
時
半
〜
10
時
半

集
合
場
所

県
立
鳥
屋
野
潟
公
園
駐
車
場

持
ち
物

筆
記
用
具
（
双
眼
鏡
の
あ
る
人
は
お
持
ち
く
だ

さ
い
）

申
し
込
み

当
日
直
接
集
合
場
所
へ
　
※
雨
天
決
行

問
い
合
わ
せ

環
境
対
策
課
（
�
内
線
２
７
３
１
）
へ

鳥
屋
野
潟
市
民
探
鳥
会

12月2日

エ
コ
ー
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
品
展
示
提
供

展
示
期
間

12
月
１
日
〜
13
日
（
12
月
３
・
10
日
は
休
館
）

公
開
抽
選
日

12
月
16
日

問
い
合
わ
せ

同
プ
ラ
ザ
（
�
2
7
0
・
3
0
0
9
）
へ

を
進
め
て
い
ま
す
。

秣
川
岸
通
線
は
、
柾
谷
小
路

鏡
橋
交
差
点
か
ら
柳
都
大
橋
交

差
部
ま
で
の
区
間
が
完
了
。
川

端
町
入
船
線
と
の
交
差
部
ま
で

は
12
月
末
ま
で
の
完
成
を
目
指

し
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

川
端
町
入
船
線
に
つ
い
て
は

今
月
末
か
ら
道
路
改
良
工
事
に

取
り
掛
か
り
、
W
杯
サ
ッ
カ
ー

大
会
ま
で
に
終
了
す
る
予
定
で

す
。

問
い
合
わ
せ

街
づ
く
り
推
進

課
（
�
内
線
２
８
２
７
）
へ

中
央
部
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
柳
都
大
橋

“2002年版県民手帳”を頒布
期間 あす26日～12月21日
価格 １冊430円
頒布場所 総務課（市役所本館４階�内
線2115）、黒埼支所総務課、地区事務所


